


Special Visionカンバセーションのルール
～誰でも安心して参加できる場であるために～

• Special Visionは誰でも参加できる場で、様々な考え方の方が参加されています。

• どのような職種・お立場の方も対等に話せる場でありたいと思います。

• 自分とは異なる考えを述べた方に対する、否定的な言動はお控えください。

• 他の発言者を尊重した態度で異なる意見を述べていただくことはもちろん歓迎です。



• 私たちは参加者の方がゆっくりお話し頂けるように努力いたします。しかし同時

に皆さまも、限られた時間内で多くの方がお話しできるようにご協力ください。

• 以上に反する場合は、私たちからお声をかけさせていただくことがありますの

でご了承ください。

ご一緒に、尊重し合い、学び合う時間を作っていきたいと思います。



海外の出産とお金を学ぶシリーズ 最終回

フランスの出産システムを知ろう！

『助産雑誌』 医学書院

この企画は『助産雑誌』5月31日発売号の特集「出産とお金のはなし」

から生まれました。

台湾・韓国の回

ゲスト/松岡悦

子さんの授賞式

レポートも。







こども未来戦略～次元の異なる少子化対策の実現に向けて 内閣府 2023年12月

検討会スタート

2024年5月公開



お産が「国の医療」になるとどうなるの？？

海外では、

多くの先進国で、

出産は国営の医療



今夜のスケジュール

1.イントロダクション

2.アメリ・コーベルさんのお話
(政治学者・獨協大学特任講師)

3. 会場からのご質問にできるだけお答えする



<プロフィール>

仏・ブルターニュ地方出身。2021年、パリ政治学院博
士課程を修了、博士号を取得（政治学）。現職でフラ
ンス語を教える傍ら、他大学にて日本語でジェンダー
論の講義も行う。専門は政治学（政策過程論）、ジェ
ンダー研究、法社会学。

ジェンダー研究に携わる政治学者として、昔から生殖
をめぐる政治に強い関心を寄せている。授業でも性教
育、中絶、性的マイノリティ等「性と生殖に関する健
康と権利」を取り上げている。

2009年に初来日。10年以上日本に住み、2022年度フ
ランス日本研究学会博士論文賞を受賞。2023年、日本
で長女を出産。フランスで産後のケアを経験。

アメリ・コーベルさん
(政治学者・獨協大学特任講師)

Photo : Céline Bansart
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